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カ
ン
テ
ラ

カ
ン
テ
ラ

kantera　

直
方
東
小
学
校
４
年
生
の
２

学
級
50
名
が
「
障
害
」
を
テ
ー

マ
に
し
て
、
９
月
28
日
の
学
校

公
開
で
素
晴
ら
し
い
発
表
を
し

ま
し
た
。そ
の
後
、障
害
を
持
っ

た
人
か
ら
、
自
立
の
た
め
に
壁

を
乗
り
越
え
た
話
な
ど
を
聞
く

と
、
う
な
ず
き
な
が
ら
共
感
し

て
い
る
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
点

訳
サ
ー
ク
ル 

き
つ
つ
き
）
４

名
の
点
字
授
業
で
は
、
障
害
を

持
っ
た
人
が
情
報
を
得
る
た
め

に
は
、
不
自
由
が
あ
る
こ
と
も

実
感
し
ま
し
た
。
点
字
を
打
つ

の
は
全
員
初
体
験
で
「
大
変
だ
」

と
い
い
な
が
ら
も
、点
筆
の「
プ

チ
ン
」
と
い
う
感
触
に
大
喜
び

で
、
自
分
の
名
刺
を
完
成
さ
せ

ま
し
た
。

　

直
方
東
小
正
面
に
は「
い
じ

め
バ
イ
バ
イ 

い
じ
め
ん
ば
い
作

戦 

直
方
東
小
児
童
会
」
と
大
き

な
表
示
が
あ
り
、

障
害
や
差
別
の

解
消
へ
の
躍
動

を
感
じ
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

点
字
っ
て
な
あ
に
？

凸字、凹字？

目が見えない（にくい）とは何？
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小学校区 民生委員・児童委員 主任児童委員

南 大塚 恵信　緒方 健一郎　倉冨 絢子　古賀 一義　奈木野 睦朗
西生 末子　山本 久美子　山本 恭已　

乾 由美子
豊田 康弘

北
浅原 順子　伊藤 紀代子　鎌田 るみ子　栗山 一　小島 芳郎
筋田 マサヨ　田中 壽子　能間 聰　藤本 有輝　淵上 ヒロミ

松村 直保子　万田 二郎　山口 毬

坂田 眞弓
米倉 勢津子

西 諫山 直喜　今古賀 一二三　志鶴 隆俊　篠田 尊徳　白土 里絵
新枦 初音　日高 政則　前田 美紀　宮﨑 征子　森本 浩

田代 善久
丸本 直彦

新入 石丸 淳　尾中 輝久　坂田 耕作　田中 玲子　中岡 進　中條 正博
野見山 順子　本園 修一郎　渡邉 正子　田村 泰人

高橋 幸子
柏原 千鶴

上頓野 有田 博明　飯野 泰子　髙宮 俊博　藤田 敏治　渡邉 千晶 佐藤 良子
藤田 徹

東 阿部 公男　石松 栄二　大田 英治　白石 加代子　髙木 英治　永冨 允生
古田 晋作　細田 照美　堀江 ミツル　山本 朝男　

高木 礼子
山本 伸枝

感田
朝比奈 治子　池永 正道　井ノ口 暢　梅林 弘子　江里 保弘　勝野 義文
酒見 忠行　澤見 浩　靜岡 俊治　世戸 十三生　武内 節子　武田 壽子

田中 シヅノ　馬場 和彦　吉𠩤 和敏　渡邉 久代

金山 輝代
林 利弘

下境 阿部 惠子　井上 直實　五嶋 英男　佐藤 昭則　柴田 ミサ子　千々岩 良積
船津 隆司　堀之口 京子　山下 泰弘　山田 宏　渡邉 光昭

安永 彧生
吉原 伸二

植木 有田 忠之　伊藤 良子　上野 政利　上野 三鈴　大庭 樹　草野 雅子
自見 芳子　花田 勝昭　棟形 節子

草野 泉
本田 タカヱ

福地 岩熊 邦男　大坪 喜代美　藤田 政俊　吉村 久告 荒渡 すま子
安田 幸生

中泉 篠原 照行　嶋崎 エミ子　島田 洋子　藤田 正吉　堀 香智子　増井 實子 田代 洋子
野正 由佳

民生委員・児童委員と主任児童委員
～３年に１度の改選が行われました～

紹　介
12月１日

～

民
生
委
員
・

児
童
委
員
と
は

　

民
生
委
員
は
、
民
生
委
員
法
に

基
づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
、
児
童
福
祉
法
に
定
め
る
児
童

委
員
を
兼
ね
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

自
ら
も
地
域
住
民
の
一
員
と
し

て
、
担
当
区
域
に
お
い
て
高
齢
者

や
障
害
の
あ
る
方
の
安
否
確
認
や

見
守
り
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
声
か
け

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
住
民
の
身
近
な
相
談

相
手
と
し
て
、
必
要
な
支
援
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
専
門
機
関
と
の
つ
な

ぎ
役
や
誰
も
が
安
心
し
て
住
み
続

け
ら
れ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
、

地
域
住
民
や
関
係
機
関
・
団
体
と

連
携
、
協
力
し
て
地
域
の
絆
づ
く

り
を
進
め
、
地
域
福
祉
の
充
実
の
た

め
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

主
任
児
童

委
員
と
は

　

主
任
児
童
委
員
は
、
子
育
て
を

社
会
全
体
で
支
え
る
「
健
や
か
に

子
ど
も
を
産
み
育
て
る
環
境
づ
く

り
」
を
進
め
る
た
め
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
中
か
ら
厚
生
労
働
大

臣
に
よ
り
指
名
さ
れ
た
者
が
主
任

児
童
委
員
と
な
り
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
と

連
携
し
な
が

ら
子
育
て
の

支
援
や
児
童

健
全
育
成
活

動
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い

ま
す
。
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著
　
者
　
北
尾　

ト
ロ

�

（
福
岡
県
生
ま
れ
）

発
行
所
　
朝
日
文
庫

直
方
市
立
図
書
館
蔵
書

「
キ
ミ
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
下
着
の
凄
す

ぎ
る
実
力
を
知
っ
て
い
る
か
」

　

ヒ
マ
ラ
ヤ
下
着
の
実
力
が
気
に

な
っ
た
と
し
て
も
、
誰
が
零
下
７

度
、
２
６
０
０
ｍ
の
駒
ヶ
岳
で
服

を
脱
ぎ
捨
て
る
だ
ろ
う
か
。

　

53
歳
の
著
者
は
、
来
た
る
将
来

に
備
え
て
介
護
用
オ
ム
ツ
を
装
着

し
て
み
る
。
漏
ら
す
気
ま
ん
ま
ん
、

し
か
し
複
雑
な
心
理
に
邪
魔
さ
れ

て
本
懐
が
遂
げ
ら
れ
な
い
。

　

つ
い
に
尿
意
が「
チ
ロ
リ
」。「
さ

あ
、
大
河
の
一
滴
を
オ
ム
ツ
に
注

ぎ
込
め
！
」。「
ム
ハ
ハ
」「
ク
フ
フ
」

と
苦
笑
い
。
失
禁
、
爆
笑
、
他
に

色
々
な
笑
い
が
爆
発
。
生
き
る
っ

て
、
し
み
じ
み
恥
ず
か
し
い
こ
と

な
の
だ
。

　

著
者
の
笑
い
は
、
人
が
数
多
く

の
羞
恥
心
を
乗
り
越
え
、
な
ん
と

か
生
き
る
た
め
の
知
恵
と
勇
気
な

の
だ
。
し
ぶ
い
。

ぜ
ひ
一
読
の
爆

笑
ル
ポ
満
載
。

�

（
広
田
）

図書室

　

求
職
者
支
援
制
度
と
は
、
雇

用
保
険
を
受
給
で
き
な
い
方

が
、
職
業
訓
練
に
よ
る
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
通
じ
て
早
期
就
職
を

実
現
す
る
た
め
に
、
国
が
支
援

す
る
制
度
で
す
。

【
支
援
内
容
】

・�

再
就
職
に
必
要
な
ス
キ
ル
を

身
に
付
け
る
た
め
の
職
業
訓

練
を
受
講
で
き
ま
す
。

・�

訓
練
期
間
中
も
終
了
後
も
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
積
極
的
に

就
職
支
援
し
ま
す
。

・�

一
定
要
件
を
満
た
す
方
に
、

訓
練
期
間
中
、
月
10
万
円
の

「
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
」

を
支
給
し
ま
す
。

　

支
援
の
対
象
と
な
る
方
に
は

条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細

は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
直
方

電
話
：
０
９
４
９（
２
２
）８
６
０
９

雇
用
保
険
を
受
給
で
き
な
い

求
職
者
の
皆
様
へ

～
求
職
者
支
援
制
度
が
あ
り
ま
す
～

情

報

の

広

場

食
事
・
掃
除
・
洗
濯
な
ど
の
家
事
や

近
所
付
き
合
い
を
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
男
性
の
傾
向
と

し
て
生
活
・
介
護
・
医
療
と
一
人
で

抱
え
込
む
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

介
護
は
、
医
療
面
の
支
援
だ
け

で
は
な
く
、
生
活
面
で
も
様
々
な

支
援
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

男
性
介
護
者
が
、
日
々
の
大
変

さ
や
悩
み
ご
と
、
頑
張
っ
て
い
る

こ
と
、
時
に
は
笑
っ
て
し
ま
う
こ

と
な
ど
、
な
ん
で
も
話
せ
る
場
と

し
て
「
男
性
介
護
者
交
流
会
」
が

９
月
に
開
か
れ
ま
し
た
。（
交
流
会

の
内
容
は
以
下
掲
載
）

　

家
族
の
会
会
長
は
「
こ
の
交
流

会
を
定
期
的
に
開
催
す
る
こ
と
で
、

男
性
介
護
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

で
き
、
拠
り
所
と
な
り
、
交
流
を

と
お
し
て
明
日
へ
の
力
の
場
に
な

れ
ば
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
こ
そ
、
人
生
で
男
性
の
真
骨

頂
を
発
揮
し
て
い
く
と
き
で
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

（
田
中
）

　

超
高
齢
社
会
を
迎
え
核
家
族

化
が
進
行
し
て
い
る
昨
今
、
認
知

症
の
人
と
家
族
の
会
直
方
（
以
下
、

家
族
の
会
）の
会
長
か
ら
男
性
介

護
者
の
現
状
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

認
知
症
は
、
早
期
の
気
づ
き

と
受
診
が
大
事
で
す
が
、
本
人

を
受
診
さ
せ
る
に
は
大
変
な
労

力
を
必
要
と
す
る
場
合
が
多
い

よ
う
で
す
。

　

男
性
は
、

介
護
が
必
要

に
な
り
だ
す

と
そ
れ
ま
で

程
遠
か
っ
た
、

地
域
に
根
ざ
し
た
独
自
の
福
祉
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

男
性
介
護
者
よ
！
弱
音
を
吐
こ
う
。

「
男
性
介
護
者
交
流
会
開
催
」～
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
直
方
～

男
性
介
護
者
交
流
会

の
内
容（
一
部
紹
介
）

仕
事
と
介
護
の
両
立

○�

仕
事
を
し
て
い
る
以
上
は
、

責
任
の
あ
る
立
場
に
あ
り
、

部
下
の
こ
と
な
ど
考
え
る
と

す
ぐ
に
辞
め
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。

男
性
介
護
の
苦
悩

○�

数
ヶ
月
で
庭
は
荒
れ
、
衣
服

が
ど
こ
に
あ
る
か
分
か
ら
な

い
。
手
探
り
状
態
で
整
理
し

て
い
る
。

○�
大
便
の
処
理
は
本
人
に
羞
恥

心
も
あ
り
難
し
か
っ
た
。
外

出
時
は
男
性
ト
イ
レ
に
連
れ

て
い
っ
て
い
る
。

地
域
と
の
関
係

○�

隣
人
に
も
隠
さ
ず
答
え
て
い

る
。
そ
う
す
れ
ば
、
自
然
と

伝
わ
り
見
守
っ
て
く
れ
る
の

で
は
と
思
っ
て
い
る
。

○�

町
内
会
の
行
事
に
は
欠
席
予

定
だ
っ
た
が
、
組
長
さ
ん
た

ち
が
「
サ
ポ
ー
ト
す
る
か
ら

参
加
し
よ
う
」
と
声
を
か
け

て
く
れ
た
。
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地
域
の
輪
へ
の
ご
感
想
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
本
会
ま
で

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

集
編

後
記

　

男
性
介
護
者
の
数
が

１
０
０
万
人
を
超
え
、今
ま
で
、

女
性
の
力
を
頼
り
に
し
て
き
た

介
護
者
が
激
変
し
て
い
ま
す
。

　

男
性
介
護
者
は
、
献
身
的

な
介
護
が
話
題
に
な
る
反
面
、

不
幸
な
介
護
事
件
の
加
害
者

と
し
て
も
報
じ
ら
れ
ま
す
。

　

地
域
の
輪
で
は
、
男
性
介

護
者
の
取
り
組
み
を
紹
介
し

ま
し
た
。
他
人
ご
と
に
し
て

は
身
近
過
ぎ
る
問
題
に
、
あ

な
た
は
ど
う
感
じ
ま
し
た
か
。

�

（
Ｍ
）

　天気に恵まれた10月27日（日）、直方市体育館にて、第37回福
祉まつりが、ベビーカーの赤ちゃんからお年寄りまでの幅広い世
代の約700名が集まり開催されました。
　市内で活動している約30の福祉関係機関・団体がブースを設
けて、ボランティアの方々と昔遊びや高齢者・障害者の体験コー
ナー、物販、フードコート、ステージでは手話コーラスや太鼓演奏
と盛りだくさんでした。直方高校の
吹奏楽演奏ではアンコールが沸き起
こり、最後は当選した方の喜びの声
が上がるお楽しみ抽選会で幕をとじ
ました。
　市民の善意の積み重ねで37年間
続いたお祭りから、共に生きること
の大切さを感じました。� （藤田）

直方市民の福祉まつり開催しました。

も
ち
つ
き
会

�

開
催
し
ま
す

▪資格
　・ ヘルパー２級以上
　・ 普通自動車免許
▪賃金（時給）
　・生活援助
　　（日　　中）１，１００円
　　（早朝夜間）上記２割増し
　・身体介護
　　（日　　中）１，５５０円
　　（早朝夜間）１，８６０円
　・移動支援（ガイドヘルプ）
　　（身体有り）１，４００円
　　（身体無し）１，２６０円
　※詳細はお問い合わせください。
▪活動時間
　・７時～21時
　※勤務時間は相談の上

【お問い合わせ】
直方市社会福祉協議会
ホームヘルプサービス

　香月・毛利
電話：０９４９（２３）２５５１

（月～金 ８時30分～17時）

　もちつきを通じて、障害の有無や年齢に関わら
ず、出会いとふれあいを深めます。
　ぜひお越しください。
日　時：12月15日（日）　９時～13時
場　所：直方市総合福祉センター駐車場
お問い合わせ：直方市社会福祉協議会
電　話：0949 （23） 2551

あ
な
た
も
一
緒
に

ヘ
ル
パ
ー
と
し
て

働
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

平
成
25
年
８
月
11
日

～
平
成
25
年
11
月
10
日
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お
名
前
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承
諾
さ
れ
た
方
の
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掲
載
、
敬
称
略
）

ご
寄
付
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と
う
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ざ
い
ま
す
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９
月
15
日
に
行
わ
れ
た
、
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
撮
影
会
の
収
益
金
を
本
会
に

寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
エ
ン

ド
☆
ラ
ス
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皆
様

の
ご
好
意
に
感
謝

し
、
い
た
だ
い
た

寄
付
金
は
、
社
会

福
祉
推
進
の
た
め
、

大
切
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
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に
て
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付

この社協だよりは、赤い羽根共同募金の配分金で作成しております。
4・NOGATA

介
護
に
つ
い
て
の
ご
相
談
お
受
け
し
ま
す
。お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。　

直
方
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